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あいさつ

小山弘志

小山でございます。

本日は多数お集りいただきまして、ありがとうございます。

今回は第 8回の研究集会ですが、当館が設立されましたのは昭和47年です

のでもう 12年になります。ただ建物が整備され資料を皆様に御利用いただけ

るようになったのは 5年後の昭和52年で、その時第 1回の研究集会が聞かれ

ました。以来、年 1回催して来て、今回が第8回ということであります。お

かげさまで年を追って盛になっているように思います。皆様の御協力を得て

これをもっともっと推進してゆかなければならないと存じております。

ついでながら、当館について、御承知の方も多いと思いますが、この場で

簡単に御紹介を申し上げます。

当館は、昭和47年に国立の共同利用機関として設立されました。その一番

大きな仕事は江戸時代の末までの日本文学関係の文献資料を調査し、マイク

ロフィルムで収集することであります。すでに今日まで6万点以上の文献が

収集され、利用者にとって、その便利の度合は年ごとに増大していると思い

ます。

それとともに、毎年多数発表されます研究論文の類のリストを作成して『国

文学年鑑』を刊行し、またその元となります雑誌や紀要類を収集しておりま

して、これまた10年という歳月によりまして、かなり大きなコレクションと

なっております。

もとよりこれらの仕事は私ども館員だけでできることではなく、館外の多

くの方々の御協力、文献資料の所蔵者、雑誌・紀要の刊行者などの御好意に

よるものでありますが、それは、すべて、広く日本文学研究者に御利用いた

だくという目的のために御協力いただいているものでありまして、その実が

次第に上がって参っているということであります。
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また、この国際日本文学研究集会は、日本の研究者と海外の研究者との交

流を行ない、それによって日本文学研究の推進をはかることを目的としてお

ります。しかし予算等の制約があって、当方で旅費を用意してお招きするこ

とができないので、たまたまこの時期に日本に滞在されている方を主とする

ことになりますが、わずかではありますけれども、この集会のために海外か

らお出でいただくような方もあらわれて参りました。私どもはこの研究集会

を、海外の研究者が日本にきて日本の研究者と交流し、研究を進めて行かれ

るための一つの機会にしてゆきたいと念じております。残念ながらその点は

まだ十分とは申せませんので、さらに努力を続けて参りたいと思っておりま

す。

なおもう一つ、当館は資料や論文などの整理その他においてコン了ュータ

を利用しております。これもどうやら緒についたと言えると思います。コン

ビュータの利用は最近ではかなり一般的となって来たようでありますが、そ

もそもこういうものは自然科学の方面から始まったことでありまして、日本

文学の文献を検索するようなことにはなおいろいろとむずかしいことがある

ようであります。しかし鋭意努力をしておりまして、試験的なことはできる

ようになって参りました。それで、あとで紹介があると思いますが、本日は

皆様に試験的な御利用の機会を提供することにいたしました。

本日はこれから研究発表があり、明日の午前中は、研究発表、午後からは、

当館に現在客員教授としておいでになっているハーバード大学のヒベット教

授、それから京都大学名誉教授現在甲南女子大学文学部教授の阪倉篤義先生、

阪倉先生には当館の評議員をお願いしておりますが、このお二人の先生の公

開講演を計画しております。

どうか、今日、明日、両日とも皆様の活発な御発表と御討論をお願いした

いと存じます。 簡単でございますがごあいさつといたします。
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